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第 4章では，第 3章で提案されたバーナ火炎基部の保炎機構をガス噴射圧力 500kPa(G)の高圧条件
下まで適用したところ，燃焼振動の抑制を実現し，広いガス噴射圧力範囲において，安定かつ低
NOxな燃焼を達成できることを実証している． 
第 5章では，褐炭炊きボイラの燃焼安定性を検討するうえで必要な微粉炭の着火・保炎特性に関す
る要素研究，安定限界時の搬送空気中の酸素濃度と微粉炭濃度の関係，搬送空気温度，酸素濃度が
着火遅れに及ぼす影響などを系統的に明らかにしている． 
第６章では，第５章の要素研究の成果を踏まえ，バーナ火炎基部の保炎性能向上に着目した微粉炭
燃焼用新規バーナを提案し，実験炉での実験，および実機実証試験において，より低負荷の燃焼を
実現し，微粉炭燃焼ボイラの使用範囲を広げることが可能であることを実証している． 
第 7章では，全体を総括し，本論文の結論について述べている． 
以上要するに，本論文の成果やその実証事例は，ボイラバーナの火炎基部の安定性能向上が，ガ
ス燃焼，微粉炭燃焼に関わらず燃焼特性を向上させることを示し，実際のボイラ燃焼における燃焼
安定化技術の今後の発展に重要な多くの知見を与えており，工業上および工学上寄与するところが
少なくない．よって，本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査委員会委員で試問を行
い，当該学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学（英語）についても十分な学力を有することを確認した． 
 
